











































































































































































































































































































































クマ，蜂蜜，アユ 野生 , 半野生素材 個人（趣味）
販売用
懇親・交流・趣味米 , 野菜 , 果樹 農産物 農協女性部



































































































































































































































































































































































年度 テーマ 件数 例
1985 あんぽ柿 70 アンポのしそ巻き，アンポ入り蒸しパン，アンポ柿の天ぷら





1989 おにぎり 64 デコレーションおにぎり・かわりむすび，菊花むすび，えびチャーハンむすび
1990 米 63 ライスケーキ（みそ味），しみもちのカレー味から揚げ，ライスプリン









1998 保存食 62 凍トーフ，大豆と小魚，フキ菓子，山菜コロッケ，野菜ハンバーグ
2000 じゃがいも 52 ジャガクッキー，揚げポテトのグラタン，お手軽コロッケ
2002 あんぽ柿 90 あんぽんシューとあんぽん寒天，あんぽ入りだて巻き，柿のきもちクッキー











































1990 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
1991 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
1993 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
1994 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
1996 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
1998 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
2000 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
2002 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇




























































































































































































































1986 普及所を受けて , 一人 1 万円出資して「羽山生活改善グループ」を結成
「羽山漬」が町内の学校給食に採用
JA に「羽山漬」を出荷すようになる
1988 食生活情報サービスセンターから「食生活改善部会」に感謝状
1990 希望の森公園に伝承館ができる
2005 伝承館にて「農家レストラン」を運営し始める。冬期は羽山漬け作り。
2008
　?
阿武急 20 周年記念イベントでの収入
を元に、真空パック機械を購入
2011 震災の影響で、お客さんは半分に。
2015 震災前の約 80％のお客さんに。仙台、東京、アラスカなどからも来客
写真11　産業伝承館（2016.9）
（１階に農家レストラン，２階が展示室，右は調理加工施設）
写真10　羽山グループのメンバー
（http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36210a/yamafunyuu-g.html）
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いう構成で，70代のYさんが副リーダー格である。
７人中４人が「婿取り」というのが面白い。
　羽山グループの時給は550円と少額だが，今ま
で辞めた人は１人もいない。それは，各メンバー
はグループに雇われた「従事者」という意識では
なく，「共同経営者」としての意識をもっている
ためである。すなわち，献立や剰余金の使い方な
どの経営の根幹にかかわる意志決定は，みんなで
意見を出し合いながら進めており「共同経営」と
いう感覚なのだという。
　以前，羽山漬を作るための真空パック機械の購
入を決めた際も，メンバーみんなで話し合って決
定した。この機械の価格は100万円で，当時のグ
ループの剰余金60万円では足りなかった。そこで
メンバーで話し合い，お互いの給料を少し遅らせ
て払うことにして機械を購入した。その機械は今
も大変助かっているという。
　７人はまた，食生活改善部会の８年間に料理講
習会で技術を磨いたことを誇りに思い，それを
人々に提供したいという気持ちでレストラン運営
を行っていることも，１人もぬけない理由である
という。つまり，羽山グループの農家レストラン
運営は，利益の追求よりも「生きがい」を実現す
る場なのである。
　３）「羽山」に因んだ「本物」へのこだわり
　グループの名に「羽山」を冠したのには，もう
１つの重要な意味が込められている。それは，羽
山の神様の名を借りて，化学調味料を使わない，
偽りのない「本物」を作るという決意を込めたも
のという。羽山は古来から山舟生の人々の信仰の
対象であり，五穀豊穣と縁結びの神である。この
神様の名の下で誤魔化すようなことはできないこ
とから，羽山グループも「化学調味料を使わない」
という，ごまかしのない料理を追求している。
　例えば，レストランで使う醤油は，Ａさんが製
造現場を直接視察して，化学調味料を使っていな
いものだけを使っているという。だし用のカツオ
節も，輸入物より高くても，国産の「花カツオ」：
使っている。こうした「こだわり」は，一種の責
任感や使命感ともいえるように思われる。
　４）山舟生の「ゴッドマザー」Aさん
　すでに前章から度々言及しているように，山舟
生の食生活改善の長きにわたる取り組みのリー
ダーとなってきたのは，90歳になられてなお元気
なAさんである。最後に，その類まれな活動歴に
ついて，部分的にふれてきたところではあるが，
本項で再整理しておきたい。
　Aさんは山舟生の女性の活動を長きにわたって
先導してこられた。旧梁川町農協の婦人部長を18
年間務め，食生活改善部会の設立にあたってはそ
の代表に，羽山生活改善グループの設立にあたっ
てもその代表になり，町の観光振興施策にもかか
わり，今も元気に活躍されている。Aさんと30年
以上にわたって一緒に活動している羽山グループ
の副リーダー格のYさんは，「自分の母に習うよ
りAさんに習ったことの方が多い。やっぱり楽し
いから長年一緒にいる」と話す。
　Aさんが食に関心を持ち始めたきっかけは，先
述のように，若妻たちに献血をお願いする立場に
あった農協婦人部長の時に，貧血で採血できずに
帰っくる女性たちが多いことに気付いたことから
である。そこで，野菜の摂取などの栄養を考えた
食事や，十分な休み時間もとれなかった若妻たち
に昼寝時間を確保する運動を始めた。こうしたこ
とから，食生活改善部会の部会長は，「本当にや
りたいと思ってやった仕事」というほど，地域の
女性たちの生活改善の意欲に燃えていた。
　Aさんは山舟生だけの活動にとどまらず，山舟
生農協が梁川町農協に合併した後は，その女性部
長も務められ，引退後も先述の通り料理講習会や
料理教室の講師役を引き受けてきた。さらに各種
の行政表彰を何度も受賞され，その活躍が地元新
聞でもたびたび報道された。
　近年も2014年，「東京国際フォーラム」にあん
ぽ柿の宣伝に行き，メディア関係者40人の前で講
演を行い，2015年２月には放射能汚染後ようやく
自由に作れるようになったあんぽ柿のPRのため，
産業伝承館で環境大臣，国会議員，市長らに「あ
んぽ懐石」を振る舞った。さらに，2017年３月に
行われる山舟生小学校の閉校式の際に振る舞う
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150人分の料理の相談も受けているという。
　Aさんは，食生活改善部会での料理講習会や料
理コンクールを通して多彩な料理の知識と技術を
身に着けてこられたが，その研究熱心な姿勢は幼
少期からの体験にあるという。Aさんは，戦時中
の食べもののない時代に明治７年生まれの祖母に
育てられ，様々な食材利用の仕方を教わった。あ
んぽ柿で飴を作り，その飴で小麦粉を練って蒸し
て「がんづき」を作るなどの技術も体得した。
　「物のなかった時代」には，何でも自分で作り
出す「技能」があった。しかし何でも店で買える
ようになった時代，そうした技術は不要になり，
女性たちから忘れ去られ，「何でも工夫する」と
いう精神も忘れられた。Aさんはその技術と精神
を若い世代に引き継ぐという使命感から長年活動
してこられた。
　５）「羽山グループ」の課題
　何といっても30年間ほぼ不変というメンバーの
高齢化が課題である。すぐにでも後継者となる若
い世代をグループに入れて，世代交代に備えるこ
とが必要である。それには，「使命感」だけでは
対応しきれない「低すぎる時給」の問題があり，
「羽山」ブランドの認知度の向上による売り上げ
増加の手立てが必要である。
　とりわけ食生活改善を支えてきたAさんも90歳
を迎えた。その分厚い活動の歴史は，残念ながら
彼女と羽山グループの記憶の中にしか残っていな
い部分も多い。「羽山グループ」の持続のためだ
けでなく，今後の山舟生の地域づくりのためにも，
彼女が残した足跡と遺産を記録に残し，早期に若
い世代に継承していくことが必要である。
Ⅴ．まとめと考察
　１．「食」をめぐる活動の変遷
　前章までみた山舟生における「食」に関する数
十年にわたる取り組みを，時間的経過にそって整
理してみたのが図２である。これをみると，一連
の活動は山舟生が置かれた社会状況の変化と関連
したものであったことが分かる。まず，「食生活
改善」が始まる1980年頃は，野菜不足や栄養バラ
ンスを考慮しない献立による若妻たちの栄養状態
の悪化があった。その背景には養蚕を中心とした
農家の仕事とクワ作付けへの偏りがあった。それ
を心配した女性リーダーが栄養の改善に立ち上
がった。
　ちょうどその頃，農地基盤整備事業が山舟生に
も導入され，それとの関連で1982年，「村づくり
推進協議会」が設立された。それは，高度経済成
長期の兼業化の進展で弱体化しつつあった地域の
まとまりりを再強化しようという，「地域づくり」
のはじまりだった。それは「官」の指導によるも
ので，事務局は農協支所の営農指導部に置かれて
農業施策の延長でもあった。この「村づくり」の
中に「食生活改善部会」も位置づけられ，すぐれ
たリーダーのもとで講習会やコンクールが行われ
て，女性たちの栄養知識と料理技術の向上に役
立った。また「村づくり」の中に位置づけられ，
コンクールでは男性（が大半の）役職者の賞を創
始したことにより，女性たちの「食」の活動が地
域で「公認」されたものになった。
　この状況は，2000年代に大きく変わる。中心的
担い手だった「羽山グループ」の分離と，「あじ
さい祭り」や「羽山山開き」など新しい地域イベ
ントの開始，羽山の「ふくしま百名山」への指定
や「羽山山車祭り」の知名度の高まりである。こ
れらを契機として，地域づくりの視点は「地域内」
の生活改善に加えて，「地域外」の来訪者との関
係という「外」の視点が加わったことを意味する。
またそれは，地域の食生活に一定の「改善」が果
された状況をうけて，「もてなし」や「ビジネス」
へという，「食」の利用の方向転換でもあったと
いえるのではないだろうか。
　他方で，こうした「食」の取り組みの原点には，
「物のない時代」に自ら工夫して食材の利用と料
理の技を伝えてきた「明治の女性」たちの知恵が
あった。加えて，地域の信仰を集めてきた「羽山」
の存在に基づく地域の「まとまり」の力があった
のではないか。図２から言えることは，「食」を
めぐる活動のあり方は社会状況の中で変遷してき
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た一方で，「食」が地域に「まとまり」をもたら
す役割を担ってきた点は，変わりないということ
である。
　２．「食」がもたらたす「地域の力」
　１）近隣のまとまり・交流
　私たちは山舟生を訪問する度に多彩な食材に出
会ったことはⅡ章で述べた通りである。しかしそ
れは「特別」なことではなく，日ごろの近所や町
内のイベント，高齢者の集まり，各区のお堂や祠，
氏神の行事の際にも，料理を持ち寄っての交流が
行われることをヒアリングで聞いている。山舟生
では「食」を介して人々が集まり，交流している。
「食」は地域の基礎集団のまとまりや交流の機会
を与えているということが言える。
　２）「外来者」へのもてなし
　山舟生では，既述のように，2000年代にイベン
トの創始や「羽山」，「羽山祭り」の知名度の高ま
りで，「外」からの注目が増えてきた。それとあ
わせて，食生活改善部会によるイベント来訪者へ
の食事の提供や，「羽山そば」グループの誕生，
そしてSK氏が個人的・趣味的に行われてきた「食」
の有償提供も始まった。「食」は外来者への魅力
度のアップに重要な役割を担う。
図２　山舟生の「食」をめぐる活動の変遷構造
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　３）新たなビジネス
　「食」はビジネス資源としての利用も取り組ま
れてきた。あんぽ柿など農協系統を通した主産品
のほか，「羽山グループ」の「羽山漬」が農産加
工の最初であり，近年は生産営農部会による「春
菊もち」が注目されている。農業の付加価値化や
六次産業化が叫ばれる中で，地域の「食」資源の
ビジネス利用は，今後さらに重要な課題である。
　４）「担い手」にもたらしたもの
　「食」をめぐる活動は，その「担い手」の女性
たちにも様々な効果をもたらしている。ここでは
４点示す。まず第一は，「楽しみ」や「生きがい」
をもたらした。任意で集まった「羽山グループ」
のメンバーはもちろんのこと，各区から選ばれる
「食生活改善部会」のメンバーも，いくらか面倒
を感じながらも，楽しく工夫して活動している。
　第二は，食材や料理の関する知識と技能の向上
である。女性たちは，食生活改善部会の活動によ
り，料理技術や栄養などの知識を学んだと話して
いる。核家族化が進んだ多世代世帯が減る中で，
かつて世代間での技能伝承が失われつつある今，
こうした「部会」の活動は地域の食の知識や技能
を伝え，学び合う機会となっている。
　第三は，女性たちに地域づくりへの参加機会を
もたらしたこと。なかなか表に出にくい女性の意
見も，自治振興会の部会に位置づけられることで，
吸い上げられやすくなった。
　最後に，女性に地域ビジネスへの参加機会をも
たらしたことが挙げられる。農家の仕事や，家事，
子育てなどで忙しく，外に出て活動する機会が少
なかった女性たちに，地域行事への出食，食イベ
ントの開催・参加，春菊餅づくりなど，地域ビジ
ネスへの参加機会をもたらした。
　３．山舟生の「食」の課題とこれから
　課題も多い。担い手の高齢化，次世代の継承，
SK氏やAさんらの卓抜した個人の技量を地域社
会で継承する体制づくりである。折しも山舟生で
は，140年続いてきた小学校が少子化により2017
年３月で統廃合になる。小学校を失うことは地域
社会の維持にとって最大の危機である。他方で，
山舟生には商店も飲食店も宿泊施設もなく，伝統
の和紙工房も老朽化して危険建物に指定されてい
る。今後の地域づくりには新たな交流施設が欠か
せない。
　そこで小学校閉校の危機を逆手にとって，ここ
に地域の諸活動を集約する好機とする必要であ
る。「食資源」はその中心的な役割を担い得る。
これについては，福援ゼミ（2016,17）で提示し
ており，また次号に山舟生報告の最後として，詳
しく論じる予定である。
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